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研究成果の概要（和文）：音声解析ソフトによる音響分析および英語母語話者による聴き取り実

験の結果の分析・考察により、日本人理系院生の英語音声特性のうち、(1)流音などの子音の誤

発音、および破裂音・摩擦音などの子音の発音の弱さ、(2)母音の長さの変更、(3)強勢アクセ

ントの間違い・非実現、(4)トーン・ユニットにおける区切り方の間違いと中核強勢の間違い・

非実現、の４つの特性が通じなさに関わる重要な中心特性であることがわかった。 

 
研究成果の概要（英文）：The examination of the results of the experiments on the 
intelligibility of Japanese science major students spoken English has brought us to the 
conclusion that the following four factors are the main causes of unintelligibility ;(i) 
as for consonant mispronunciation liquid mispronunciation and weak pronunciation of 
plosives and fricatives; (ii) altered vowel length accompanied with vowel substitution; 
(iii) lack of or misplaced stress upon words, phrases and sentences; (iv) improper 
segmentation within words, phrases and sentences. 
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日本人英語、リンガフランカ、（超）分節特性 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)英語は、母語話者間、非母語話者間を問

わず、世界の人々がコミュニケーションを
はかる手段―リンガフランカ (Ligua 
Franca)となっている。このような状況の
下、それぞれの話者の母語の影響を受けた
さまざまな英語（シンガポール英語やイン
ド 英 語 な ど ） を 英 語 の 変 種 (World 
Englishes)の一つとして容認する一方で、

意思疎通のために最低限必要な英語の音
声・語彙・文法の中心特性(Lingua Franca 
Core Features)を確立しようとする試みが
さ れ て い る 。 例 え ば 音 声 面 で は 、
Jenkins(2000, 2002)は、英語母語話者の
音声特性と異なる音声特性を、ミスコミュ
ニ ケ ー シ ョ ン を 招 く 中 心 特 性 (core 
features)とコミュニケーションの阻害要
因とはならない非中心特性（non-core 



features）の二種類に分類する。すなわち、
母語話者の発音と異なった発音であって
も、意思疎通の阻害に関与しない限りは、
それらを誤発音として捉えるのではなく
許容される変種の一つとして捉えられる。
一方、音声特性がミスコミュニケーション
を招く場合は、注意すべき重要な中心特性
として認定される。このような英語に対す
る新たな発想は、英語教育にも有効である。    (2)(1)で採集した日本人英語音声について

英語母語話者（日本人英語に慣れている被
検者 10 名（日本の大学の教員）、日本人英
語に慣れていない被検者 23 名（アメリカ・
ミシガン州立大学生））を対象に、聴き取
り実験を行った。日本滞在歴・日本語学習
歴を含めたアンケートを課した後、文意を
理解しようとするストラテジーのもとで
音声を聴き、転記してもらった。最後に、
それぞれのサンプル文の理解度を五段階
で評定し、理解できなかった場合の要因に
ついてコメントを書いてもらった。 

 
(2)Jenkins は、膨大な記述資料に基づき中心

特性と非中心特性を分類し、さらに英語教
育への提言も行っているが、その資料はヨ
ーロッパ言語を母語とする英語話者の資
料が中心であり、日本語母語話者の英語に
関しては母音挿入と[r],[l]の発音に言及
にとどまっている。また、日本人研究者に
よる日本語母語話者の英語音声中心特性
の研究は、1990 年代から散見されるものの、
対象がメッセージを有さない単語レベル
であるなど断片的な記述に限られている
(Suenobu 1992, Kashiwagi 2007)。 

 
２．研究の目的 
本研究は主に以下の二点を目的とする。 
 
(1)日本語母語話者の英語音声特徴の中で、

コミュニケーションの阻害要因となる重
要な特性（中心特性）と阻害要因とならな
い特性を峻別することにより、アジアにお
けるリンガフランカとして、日本語母語話
者の英語音声面における中心特性を確立
する。 

 
(2)(1)の研究により得られた知見をもとに、

より効率的な英語発音矯正（学習）方法を
探る。中心特性と非中心特性の区別は、英
語学習における優先課題の指針となるた
め、英語教育という観点からも有効だから
である。 

 
３．研究の方法 
Tsuzuki & Nakamura (2007、2009)の研究
を出発点として、日本人英語音声特性の記述
の客観化・精緻化をはかり、さらに聴き取り
実験の対象を英語母語話者だけでなくアジ
アの諸国の人々に広げることにより、母語話
者・非母語話者間および非母語話者間コミュ
ニケーションの阻害要因となる日本人英語
音声特性の解明を試みた。研究は次のような
段階を踏んで行なった。 
 
(1)Tsuzuki & Nakamura (2007)の聴き取り

実験の方法・結果を精査した上で、あらた
に日本人理系院生 15 名の英語音声を録音
した（英語が第二言語ではなく外国語であ
る日本の現状において、英語コミュニケー

ション能力が実際、必要な理系大学院生
（既に英語で学会口答発表のある者）の英
語音声を分析対象とし、実験設定を学会に
おける口頭発表とした。）。それらの英語音
声の特性に関して、音声解析ソフトを用い
た音響分析を含め、厳密・客観的に記述し、
考察した。 

 

 
(3)(1),(2)の結果を分析・考察し、日本語母
語話者の英語音声特徴の中で、コミュニケ
ーションの阻害要因となる重要な特性（中
心特性）と阻害要因とならない特性を峻別
した。具体的には転記されたものから、聴
き取れなかった語句および聞き間違えた
語句を抽出し、その要因（誤発音・発音の
弱さ、超分節特性）を探り、特定した。ま
た理解度評定の低いサンプル文について、
コメントや音響分析をもとに、その要因を 

 探った。 
 
(4)(3)の中心特性に特化した速習プログラ
ムを作成し、その効果をみた。 

 
(5)当初、韓国語母語話者・中国語母語話者
による聴き取り実験を韓国および中国の
大学で行い、その結果を分析・考察し、非
英語母語話者間コミュニケーションにお
ける中心特性の抽出もおこなう予定であ
った。しかしながら(3)および(4)に手間取
り、時間の都合で、できなかった。今後の
課題としたい。 

 
４．研究成果 
(1)音声解析ソフトによる音響分析などを加
えることにより、日本人理系院生の英語音
声特性の記述の客観化、厳密化をはかった。
日本人に特徴的な音声特性として、 
(a)流音・摩擦音などの子音の誤発音、 
(b)破裂音・摩擦音などの発音の弱さ、 
(c)母音の誤発音、 
(d)母音の長さの変更、 
(e)強勢アクセントの間違いおよび非実現、
(f)トーン・ユニットにおける区切り方の   

間違いおよび中核強勢の間違い、 



(g)イントネーションの間違い・非実現 
などが挙げられる。 

 
(2) 英語母語話者による聴き取り実験の結

果を分析・考察することにより、日本人理
系研究者の英語音声特性のうち、 
(a)流音などの子音の誤発音、および破裂 

音・摩擦音などの子音の発音の弱さ、 
(b)母音の長さの変更、 
(c)強勢アクセントの間違いおよび非実現、
(d)トーン・ユニットにおける区切り方の     

間違いと中核強勢の間違い、 
の４つの特性がインテリジャビリティに
関わる中心特性であることがわかった。
(1)で述べたように日本人の母音の音価は
母語話者と異なる場合が多くみられるが、
Jenkins が論じているように、母音の誤発
音は通じなさの要因にはなっていないこ
とが確認された。 

一方、日本語は強勢アクセント言語では
ないため、日本語母語話者にとって英語を
発する場合も、強勢の実現はむずかしく、
多くの場合、実現されないことがわかった。
さらに、英語は強勢によりリズムをとる言
語であるが、日本語のモーラ（拍）による
リズムの影響を受け、へんなリズムになっ
てしまう傾向がある。また複合語の場合、
第一要素に強勢が置かれなければならな
いが、実現さない場合がほとんどであった。
これら強勢に関わる誤発音がミスコミュ
ニケーションを引き起こす大きな要因で
あることがわかった。Jenkins では、強勢
ストレスは英語圏内の方言差もあり、非中
心的特性であるとされているが、日本人の
英語音声特性においては中心特性である
と考えるべきであろう。特筆すべき点であ
り、今後、この点についてさらに検証して
いく必要がある。 

 
(3) 通じなさに関わる日本人英語の音声特

性には,分節音特性（r,l の誤発音,破裂
音・摩擦音の弱さ母音の長さなど）と超分
節音特性（強勢の間違い・非実現、トーン・
ユニット以外での区切り）がある。日本人
学生 2グループ（15 名）に対し、それぞれ
の特性に特化した速習プログラムを課し、
その効果を測った。分節音特性の中では、
母音の長さが、超音節特性の中では、トー
ン・ユニットが最も矯正しやすい項目であ
ることがわかった。 
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